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Ⅰ 緒 論

衆知のごとく,炎症とは全体に加えられた微

生物その他のものに対 しての防禦的反応と解せ

られる一連の現象であって,組織学的にみると

極めて松雄ではあるが,今日の病理学では,循

環障碍,変性機転,増殖乃至修復の機転に区分

する｡促炎物の性状により,又時期により,又

生体側の条件により複雑な所見を呈する｡

結核性炎症も本質的には他の炎症と同一の機

転によっておこり,種々の条件によって種々の

組織像を呈する｡人体の症例及び海折等の通常

使用される動物の結核症の組織像は,勿論秤々

の組織像を呈するのであるが,通常,結核菌に

より招来せ しめられた病巣であることが判断さ

れ得る｡即ち,或程度の特徴があり,それが診

断の基礎となるのである｡特徴というものは,

種々の組織反応の巾の若干のものが強 く押 し出

され,他のものが鋸著でないためにおこる現象

である｡

現在,多 くの病理学者の見解では,結核性病

巣の組織反応を港出型 (Exsudative) と増捕型

(Productive)に 2分されているが,これは1920

年頃から数 年問にわたり Aschoff等 2) ドイツ

学者による考えであるO

比較的近年に至 り,高松教授29)は結核性病巣

の組織発生を論 じ,従来の湊山型の外に,所謂

増殖型は性格の異なる2種の現象,即ち,増柄と
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いう線維の産生される現象と細胞が分裂増加し

て数を増すところの繁殖の現象とに分離 し得る

ことを示 し,病型として, 増殖型 Productive

と繁殖型 Proliferativeを分った｡ 又, 感染後

の病期の推移によって,溶出期の後に,繁殖を

主とする Phase(柏) と増殖を主とする Phase

即,従来の増殖型とに区別することを述べた｡

この外に,溶出性病変に関しては,通常殆んど

同時に見 られるところの細胞浸潤と局所組織の

壊死とを分離して観察 した｡又同じく溶出の機

転に対応 して吸収の機転の行われることを指摘

した｡

斯 くのごとく,組織像の複雑性は相異なる要

因の表面的現われ方の相違によるものである｡

然 してこの組織反応の種別とその発現を正確に

把握することが,病理組織学の進歩に役立つと

思われる｡

組織発生を論ずるためには,従って,出来得

る限り種々の条件をあたえて,種々の組織像を

識別することが必要であると思 う｡この条件と

してほ,動物側の種属,年令等その他の条件,

又,病源菌としては菌株の相違を考慮し,条件

の組合せが研究の一指針となる｡

著者は生体側の条件を改変するこ と に よ っ

て,病巣の組織像を変えるものとして,鉱物質

殊にカルシウムの代謝に闇係ある条件下の実験

を計画 したのである｡結核症について,カルシ

ウム等鉱の物質が特に考慮されたのは理由があ

る｡ 衆知のごとく,結核性病巣の治癒の型式と

して最も重要なものは,病巣の被包と乾酪巣を

中心としての石灰化である｡病巣内の石灰沈着

及び生理的には起 らぬ場所での石灰沈着は,柄

的石灰沈着として病理学上の重要な問題の一つ

として算えられている｡結核性病巣の石灰沈着

は,恐らく,被包による隔離された病巣の二次
～

的変化であらうが,古 くから今 日に到る迄,尚,

石灰化を積極的に招う細かしめる機転の想定とそ

の応用,即,治療に関する構想として残ってい

る｡類似の問題の一つとして,食塩の制限によ

る食餌療法がある｡足等の治療法としての価値

及び夫等に対する考えには,勿論問題がある｡

然 し乍ら,是等の諸問題が刺戟となって,カル
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シウム等鉱物質の結核症に対する影響が研究さ

れたのは事実であるO是等の研究を一々紹介す

ることは本論文の目名勺ではない｡

近年 E.L.Schafer(25)は結核症と 内分泌 に関

する膨大な綜説 (1954)を公表 した｡それによ

ると,カルシウムとの関係については,上皮小

体の項目で述べてある｡同氏は一つの模型をも

って,血中カルシウムの状態とその推移を示 し

た｡カルシウムは可透析性のものと,非透析性

の腰質状結合カルシウムに分け,前者は,イオ

ン化のものと非イオン化とに区別 している｡ 然

して,Acidoseとか上皮小体ホルモン投与は贋

質状結合カルシウムから,可透析性カルシウム

の方-と移行せ しめ,反対に,上皮小体摘出,

Alkalose或いは生理的用量のビタミンDでは,

可透析性カルシウムから腰質状結合カルシウム

増量の方向に赴 く｡ ビタミンDが非生理的に多

量投与となった場合にはその反対に赴 くことを

図示 した｡即,上皮小体ホルモン或いはビタミ

ンDのごとき異ったものが,カルシウム量の推

移に対する作用の点から,比較され得ることを

示 している点に著者は注 目する｡

本 研 究 に 於て著者が特に指摘 したい点は,

Schafer25)自身の実験成績によると, 上皮小体

ホルモン (Parathormon)投与によって, 実 験

的結核病巣に変化が惹起 されているらしい点に

ある｡ 初めに記載 した様に,結核を含めて炎症

は種々の現象の綜合で,通常その一断面を観察

しているに過ぎない｡従って,普通 の 記 載 で

は,著者が知 らんと慾する点が不充分である｡

例えば細胞の壊死と細胞浸潤,細線 維 の 増 殖

(所謂高松の増殖型)と,細胞分裂による局所

での数の増加 (繁殖)等とを区別することが必

要であるに拘らず,多 くの研究者は混同しそ記

載 しているので,文献のみせは利用 し得ないの

である｡

上皮小体ホルモ'ンを投与すると,先ず激 しい

炎症像がみられ,又肺では25%に空洞の形成が

みられるという｡又,他方では修復機転 も強 く

おこり巨細胞も数多 く出現 し,空洞周辺に線維

の形成が強いというo肝ではこれに相当して硬

変類似の所見がみられるという｡上皮小体ホル
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モンの少量投 与では,初期の炎症像はやはり広

範囲に強いが対照とあまり違わない｡た 生ゞ存

期間がのびるO組織学的にはザルコイ ドに似る

佃 ,I.]があるというO結論的には初期には激 しい

炎症を招来するが,後jy]に到るとtl三体のために

は防禦的な好都合な影響を与えるもの だ とい

うO-是等の記載は著者等には不満足であるが,

病 巣組織像に何等かの相違を来せ しめるごとく

に思われる｡

さきに述べた様に,結核性摘果の組織発生を

解析するための実験条件として,カルチコール

の投与,竹折,上皮小体摘出及び上皮小体ホル
モン投与の際の病巣組織像の推移を観察するこ

とにしたoこの論文はその研究報告であるo

fi 実験及び実験成績

〔A君羊〕 海漠に於ける対照群
1) 実験材料及び方法

実験材料は成熟海瞑を使用 し,人里結核菌黒

野株を鶏卵培地に15日間培養 したものを蒸滑水

1cc中0.2mg{汚lJの浮滞[-･液として 海瞑の 左大

腿部内側皮下に 1cc宛注射 し, 2過, 3過, 4

過, 8週後に夫 々エーテル麻酔にてjl3'殺観察 し

た｡尚,その他 9Ⅰ]目,11日日死亡例各 1匹の

所見も併せ記載 した｡

2) 実 験 成 績

1.肺 所 見

9円目死亡例所見- :軽度の気:i冊立肺炎の

像を呈 し,気門枝に近い部分に リンパ球,多核

自血球の浸潤を認め, 静脈性樫山,肺胞壁の充

血及び出血があり,動脈周囲に浮腫を認めるc

ll｢JEi死亡例所見- :前者同様気,'t:I(･枝肺 炎

の像を呈 し,気符枝に近い部分に多数の リンパ

J'成規潤を認め,気管枝握には円形細胞,多核白
血球及び大円形細胞を認める,肺胞壁は軽度に

肥厚 し充血著明にして肺胞内に赤血球,白血球

及び大円形細胞 (剥離細胞)･の浸潤を見る｡そ

の程度は前者より高度である｡

第 2週屠殺例所見- :気管枝,血管周囲に

Ir]形細胞浸潤あり,気管枝肺炎の像を呈するが
前二者より軽度である｡一部に円形細胞と類上

皮細胞より成る小さい結節を認める｡血管周囲
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に円形細胞浸潤を認めるも肺胞再浸出液は認め
られない ｡

第 3週屠殺例所見- :小乃至r匡隼人C/)結節

を認め中央部に壊死.核崩壊なく人邦分はトL日子

の類上攻細胞より成り,結節 周辺部血門附近に

円形細胞浸潤を見る部分がある｡結合繊線維の

増楠 な く,好銀線維の増 姉 もない｡一般に軽度

の気門枝肺炎の像を呈し気告技に近い部分に リ

ンパ球の浸潤を認め肺胞状の肥厚,充LllL,肺胞

内,気管枝耶内に赤血球,fil血球,大ll]形細胞,
小円形細胞の浸潤を見るこJ

第 4週屠殺例所見- :一般にJj桐包ILrEの細胞

が肥大 し且つ増加して胞隔炎の像を T:_して い

る｡又,粟粒大以下の小さい結節を少数認め,

中央部に軽度の核崩壊を見る部分もあるが,壊

死を来す部分なく,その周辺部は類上坂細胞,

円形細胞,白血球より成 りfr-.細胞は認められな

い｡結合繊の増抽及び精子線維の破壊な く,結

節周辺邦には円形細胞浸潤及び白血球浸潤の 苦

明なものがあり,これらは殆ど血門を申心とし

ての反応である,気符枝周辺部には円形細胞,

白血球浸潤の著明な部分があり, 二く汗HkllJ,て‡内に

は浸出液,大円形細胞の浸潤を見る｡

第 8週屠殺例所見- :部分的には胞隔炎は

更に進行 し,肺胞明が普しく肥帰したところが

ある｡又,小 さな結節もその数をまし,nL符及

び気符枝周囲の細胞浸潤が一層h!l't一署になってい
る｡その中 央部で核崩壊,壊死は揖糟 でな く結

節中央部に円形の類上乾細胞,その周囲に円形

細胞及び白血球の浸潤を見る｢類上皮糾胞は損

亡状突起形成をみ空胞化があり,結節周辺肺 二

は浮瞳を認め円形細胞浸潤及び褐色色素を持つ

喰細胞も認められる｡柿胞壁は全休にIr]形糾抱

浸潤と浮腫が汗明である｡気UEll;T:枝 I.即日にも円形

細胞の浸潤が強い｡

2.'肝 所 見

9日冒死亡例所見一軒}血告及び類洞 (Sinu-
soid)に充血を認める外異常所見なし｡

11日日死亡例所見- :所見は前者と同様で

る｡

第 2週屠殺例所見- :小さい結節を 1偶存

し,結節の中央部に壊死なく類上皮細胞と小円
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形細胞より成 り,周囲との境界明瞭に して結節

周辺の反応は全 くない｡結合織線維の増殖はな

いが好銀線維の破壊が軽度に見 られる｡その他

に小数の円形細胞,類上皮細胞の浸潤を見る部

位があり,又肝細胞の空胞変性を認める｡

第 3週屠殺例所見- :小さい結節を 1個認

め中心部に壊死や核崩壊はな く,類上皮細胞,

円形細胞を主 とし,周囲との境界明瞭である｡

結合織線維,好銀線維の増殖は認められない｡

実質組織中に小数の円形細胞及び類上皮細胞の

集合 した部分がある｡

第 4過屠殺例所見- :粟粒大までの小さい

結節を多数認め,中央部に軽度の壊死及び核崩

壊があり,その周囲には円形の核を持つ変性肝

細胞の他に,類上皮細胞を主とし軽度の円形細

胞浸潤を認める｡結合織線維の新生はなく,格

子線維の破壊を認める｡血管周囲には軽度の円

形細胞浸潤あり,肝細胞の空洞変性を認める｡

グ リソン氏輪にも円形細胞浸潤を有 し,枯節中

に小胆管の増殖を認める｡

第 8過屠殺例所見- :中等大以下の結節を

比較的多数認め,中心部壊死及び核 崩 壊 は な

く,主として類上皮細胞より成 りその周囲に円

形細胞及び白血球を認める｡類上皮細胞は桁円

形のもの,癒合 したもの,線維状化 したもの等

が見 られ結節中に核の比較的少い巨細胞を持つ

ものもある｡結合織線維の増殖は周辺に軽度に

且 られ,格子線維の甚 しい破壊はなく網状産生

を見る｡結節と周囲との境界明瞭であり実質組

織は中心静脈に於て轡血著明であるが変性は認

められない｡ 小胆管の増殖を結節中に軽度に認

める｡グ リソン氏鞘の一部では,病巣は拡大 し

ている｡即,類上皮細胞が不規則に配列 し,且,

結合繊が増殖 し,又,胆管組織も増 生 して い

る｡乾酪化の傾向はない｡

3.牌 所 見

9日目死亡例所見- :リンパ液胞の数は 略

正常にして比較的血液に乏 しく,結節の明瞭な

ものは認められない｡

11日日死亡例所見- :リンパ液胞の数は略

正常であるが牌洞はや ゝ拡張 している｡

第2週屠殺例所見- :リンパ液胞の数は正
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常であるが充血を認め牌洞は拡張 している｡

第3週屠殺例所見- :牌洞や ゝ拡張せる外

略正常である｡

第 4過屠殺例所見- :中等大以下の結節が

比較的多数認められ,結節中央部に軽度の壊死

及び核崩壊を認める｡壊死に接する部分に類上

皮細胞が多数認められ,これに少数の円形細胞

及び白血球が混 じているが,円形細胞及び白血

球は結節の周辺に多い｡類上皮細胞は円形のも

のを主とするが屋LiE状のものも出現 し,空胞化

が軽度にあり,巨細胞,結合織線維の増殖はな

く格子線維の著 しい変化も認められない｡実質

組織は充血著明にして結節のために リンパ液胞

は圧排されて明確でなく,牌洞は拡張するが血

液は満たされず液胞の数少 く浸出傾向が強い｡

第 8週屠殺例所見- :小なる結節を比較的

多数認め,結節中央部に壊死及び核崩壊を認め

ず,結節中心部は円形又は星亡状のもの,突起

形成せるもの等の類上皮細胞を主 としその周囲

に円形細胞及び白血球の浸潤を見る｡ 類上皮細

胞は比較的核の染色性の失われた所があり,結

合織線維の増殖なく,好銀線維の産生の見 られ

るものもあり,結節周辺部には円形糸朋包の浸潤

を認め リンパ液胞は萎縮性にして牌洞の拡張が

見 られる｡

4. リンパ腺所見

9日目死亡例所見- :リンパ液胞正常なる

も血液に乏 しい｡

11日日死亡例所見- :リンパ腺の腫大せる

ものを認めない｡

第 2週屠殺例所見- :リンパ腺は腫大 して

いるが略正常である｡

第 3週屠殺例所見- :大なる結節を 1個認

め,中央吾銅亥崩壊,壊死著明にしてその周辺に

類上皮細胞の線維性被膜あり,その間に円形細

胞,白血球の浸潤を著明に認める｡格子線椎は

全 く破壊され結合繊線維の増殖も認 め られ な

い｡結節周辺は円形細胞,白血球浸潤強度にし

て実質組織は殆ど結核結節により占領されてい

る｡

第 4週屠殺例所見- :中等大の結節を多数

認め,結節中央部に壊死は認められないが核崩
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壊が著明である｡結節は円形,崖芭状又は線維

伏化した類上皮細胞を主としその組織巾に円形

細胞及び白血球の浸潤がある｡類上皮細胞の空

胞化が見られる｡円形細胞及び白血球の数は一

般に少い｡ 結合繊線維,好銀線維の産生は末だ

見られない｡結節周辺部には円形細胞,白血球

の浸潤が著明である｡

第 8週屠殺例所見- :大なる結節を形成 し

中央部は壊死,核崩壊を著明に認めその周囲に

星だ状の突起形成せる類上皮細胞を認めこれに

円形細胞及び白血球を混 じている｡類上皮細胞

には空胞化が見 られ線維性の被膜を形成する｡

結合織線維の増殖はないが格子線維は全 く破壊

されている｡

3) 対照群 〔A群〕の小括
肺- :2週後に血管周囲に円形細胞浸潤を

認める様になり, 4週後に動脈,気管枝周辺に

結節性の病変を認め此等は漸次癒合する佃｢'zTJを

示 し,その中心部に壊死層を作る株になる｡大

きな病巣を構成する細胞はその大部分は単核の

細胞であり,-部類上皮化 し此れに混 じて少数

の白血球を認める｡結節病巣以外の部には屡々

肺胞隔壁の結合織中に前記同株単核細胞の浸潤

している部分があり胞隔炎の像を認める｡ 8週

になると結節の形は古いものと新たに出来つ ゝ

あるものと混在 してや ゝ複雑な形状を示すが,

結節を構成する細胞成分は白血球が少 くなり,

単核の細胞及び類上皮細胞が多 くなる｡ 古いも

のでは此れ等の細胞核の問に線維様構造が見ら

れる様になる｡肺胞隔壁の結合織の変化は4週

と比較 して更に増強されている｡

肝- :3週目より類上皮細胞と単核の細胞

よりなる小さい結節を認め,4週になると細葉

問及びグリソン氏鞘に小型の結節が多数出現す

る｡ 8週になるとダリソン氏鞘の病巣が増人 し

細葉問の結節は殆んど消失するo結節はやや煉

疫 した類上皮細胞より成り此の中に白血球と里

枝の細胞を混在する｡好餌線維は8週に於いて

出現している｡

牌- :4週後に於いて車 等大の結節性病巣

が多数認められ,[F]心､部に核の崩壊及び壊死を

認め,結節内の細胞は類上皮細胞を主 とし,之
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れに円形細胞,白血球が混在するO8週後にな

ると結節の大いさはやや小さく壊死及び核崩壊

を認めず,好銀線維は此の時期に認められるも

のもある｡

リンパ腺- :2過後に於いて腫大 し, 3週

后に於いて殆んど結核結節で占領され,核崩壊

と壊死の傾向が強い｡ 2週後に於いては結節の

数は増加 し白血球の浸潤と核の崩壊の傾向が強

く, 8週後になると中心部軟化 し膿揚化して来

る｡好銀線椎の新生は見られない｡

〔B群〕 上皮小体ホルモン注射群

l) 実態材料及び方法

実験材料は成熟海隼を使用 し,人型結核菌黒

野株を鶏卵培地に15日間培養 したものを薫潜水

1cc車 0.2mg合有の浮湛液として海梶の左大腿

内側安下に注射 し,菌接種当日より米国 Lilly

社製の上皮 小 体ホルモン (Parathormon)1日

1単位宛毎 Fl曳下注射を行い 1週, 2週, 3週

4週, 8週後にエーテル麻酔により夫々屠殺 し

て観察 した｢

2)実 験 成 績
1.肺 所 見

第 1週屠殺例所見- :異常所見を認めずO

第 2週屠殺例所見- :静脈性轡血を認める

外異常所見な し｡

第 3遇屠殺例所見- :小血管周囲に大円形

細胞浸潤を認めるが末だ明確な結節とは言い切

れない｡軽度の静脈性轡血あり気管枝所属 リン

パ組織腫大す｡

第 4週屠殺例所見- :LLl等大の結節を可成

り広範囲に認め,中央部に壊死及び核崩壊なく

殆んど類上皮細胞より成る結節にして,類上皮

細胞は主として櫓円形の核をもったものより成

り,円形細胞,白血球の浸潤は少い｡結節の内

部にまで組織の裂隙を有 し,一層の紡錘型 の核

を有する細胞に覆われて居る部分がある｡結合

繊線維,好銀線維の産生は見 られず,結節周辺

の反応は殆んど見 られない｡血管周辺の反応は

各所に見 られ主として大｢T]形細胞の浸潤が主で

あるL,実質組織申肺胞内に比較的大きな細胞の

満されている気管枝肺炎様を呈する部 分 が あ

り,その部分には白血球, リンパ球の浸潤はあ
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まり認められず,一部肉質化 した部分も見 られ

る｡

第 8週屠殺例所見- :中等大の結節を多数

認め,この中 央部に壊死及び核崩壊を軽度に認

めるも殆んど類上皮細胞よりなる｡ (一ヶ所の

み非常に小さい壊死及び核崩壊を認める)｡類

上皮細胞は原形質が大きくその境界の全 く不鮮

明のものから,星亡状のもの,原形質の線維状

に見えるものまで種々の型で混在 し, リンパ脛

隙の拡大が見 られこの腔隙は壊死部にまで及ん

でいる｡結合織線維は結節の周辺より産生 しっ

ゝあり,好銀線維は網目状に産生 している｡結

節周辺の反応は軽度で血管周囲には円形細胞の

浸潤が見 られる｡

2.肝 所 見

第 1過屠殺例所見- :肝細胞の空胞変性を

認める外,異常所見は認められない0

第 2週屠殺例所見- :小血管周囲に組織球

株細胞の小さな集落を有する部分がある｡ 実質

組織は空胞変性を示す部分があり,又,渠膜下

出血を来 している部分もある｡

第 3週屠殺例所見- :血胃周囲に肺と同株

の大円形細胞浸潤を認め,結節とは未だ言えな

いがその初期と思われる部位がある｡

第 4週屠殺例所見- :小さい結節を小数認

め中 央部壊死及び核崩壊な く,結節は殆んど類

上皮細胞より成 りその周囲にわずかな円形細胞

の浸潤を見る｡類上皮細胞は崖二ピ状,突起形成

せる核をもつもの多 く線維状化 している｡ リン

パJ俸隙をわずかに認めるも結合織線維の産生は

認められないO周囲の反応は殆んどないO

第 8週屠殺例所見- :小さい結節を比較的

多数認め,中 央部壊死及び核崩壊を軽度に有す
るものもあるが大部分は類上皮細胞の結節であ

り∫周囲にわずかに円形細胞の浸潤を見る｡類

上皮細胞は∠星亡状或いは線維状化 し,比較的疎

にならび腔隙をわずかに認め,小胆管の増生を

有する｡結合繊線維は周囲より産生 し好鋭線維

は細目状に新生する｡又,屡 々多数のラ氏型巨

細胞を認める｡

3.牌 所 見

第 1週屠殺例所見- :異常所見を認めず｡

京大結研紀要 第8巻 第3号

第 2週屠殺例所見- :明確な結節を認めず

月かfjJL､はあきらかで牌洞は拡張す｡

第 3過屠殺例所見- :小なる結節が少数認め

られ,結節は類上皮細胞より成 り壊死及び核崩

壊は認められない｡類上皮細胞はご星1=状のもの

で小さな突起でつながっている｡

第 4過屠殺例所見- :中等大の結節が比較

的多数認められ中 央部は壊死及び核崩壊が著明

に認められ,その周辺に類上皮細胞の層があり

円形細胞,白血球の浸潤も認められる｡類上皮

細胞は-星巴状,突起形成,線維状化等種々の形

をな しリンパ腔隙は増大 しているO結合織線維

は結節の周囲に軽度に産生 しっ ゝあり,好銀線

維の産生はない｡

第 8週屠殺例所見- :結節の大いさは小乃

至中等大で数は非常に多 く,中央部に核崩壊及

び壊死を軽度に認め,結節は殆んど類上皮細胞

より成 り周囲に円形細胞浸潤を見る｡白血球は

殆んど認められない｡類上皮細胞は円形,屋tf=

状,線維状化 したものが混在 しリンパ臆隙及び

巨細胞を認める｡線維素,結合繊線維の産生を

有 し好銀線椎は破壊されている｡結節周辺の反

応は比較的軽度である｡

4.リンパ腺所見

第 1週屠殺例所見- :結核結節 を 認 め な

い ｡

第 2週屠殺例所見- :小 さいち結節を形威 し

結節中央部に壊死,核崩壊な く,類上皮細胞を

主 としその周辺に強い円形細胞,白血球の浸潤

を見る｡結節F中心の反応著明で, リンパ節周辺

の筋肉結合織線維に強度の細胞浸潤あり結節様

所見が各所に見 られる｡その結節には乾酪変性

な く互に突起を出 して癒合 している類上皮細胞

を見る｡ リンパ節内に著変な く,結節には結合

織線維,好鋭線維の産生はない｡

第 3週屠殺例所見- :大なる結節を 1個認

め中央部に壊死,核崩壊あり巨細胞な く周囲に

類上髭細胞の層をや 厚ゝ く有 し,その周囲に円

形細胞,白血球の浸潤を見る｡壊死部及び核崩

壊部の周囲の細胞間隙が著 しく拡大 し,その中

に大円形細胞と白血球を多数認める｡その外側

は線維様被膜に移行する｡拡大 した リンパ握隙
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は壊死物質の全用に及ぶ｡結節の周辺は線維増

生 し円形細胞及び白血球の増加を伴い,他の リ

ンパ組織は大きな結節により圧排 されている｡

結合繊線維,好銀線維の産生は見られない｡

第 4退屈殺例所見- :大きな結節を形成 し

中央部に壊死,核崩壊を有する｡ 類上皮細胞は

著明に増加 し,円形細胞,白血球は比 較 的 少

い｡類上乾細胞は円形のもの,犀亡状,突起形

成を成すもの,線維状化 したもの混在 しリンパ

腫隙はや 拡ゝ人している｡結合繊線維の増生を

認め,好鋭線維は網目状に新生 して壊死物質内

に浸入 している｡結節周囲に血門の新生多 く,
実質組織は殆んど破壊 されている｡ (類上皮細

胞結節である)｡

第 8週居殺例所見- :小乃至 中等大の結節

が癒合 して大きな結節を形成 し, 中央部に壊死

及び核崩壊を見,巨細胞も出現 している｡類上

皮細胞は!=fl-.亡伏或いは線維状を呈す る もの 多

く,空胞を形成 し, リンパ月利頃は拡大 しその間

に円形細胞及び白血球を混在する｡線維素,姑

合繊線維の新生を認め,好銀線維 は網目状構造

に新生 している｡固有の リンパ組織はわずかに

周辺に存在 しているのみである｡

3) 上皮小体ホルモン注射群 〔B〕の小括

肺- :血胃周囲の細胞浸潤は 3週後から認

められ同時に気告枝所属 リンパ腺が腫大する｡

姑節性病変は4週より認められ類上皮糾胞及び

里核細胞より成る｡肺 胞壁も軽度の単核細胞浸

潤により肥厚 している｡ 8週後になると結節は

殆ど類上皮化し, 所 謂類上皮糾胞結節の性格を

おびて くる｡結節内郡にまで リンパ腔株の裂隙

が出来て来るO

好餌線維は8週後に於いて禍臼状に4:.じて く

る｡

]lr･- :2過後に於いては小血:Ill;:･周辺に集団

状に単核細胞浸潤を認め, 4週後に於いては中

等変の結節性病変が少数見 られるOこれはグ リ

ソン民事酎こ連続 して居 り,類上収縮胞を主とし

てlJjに白血球を混在 している0 8週になると病

巣はグ リソン氏草酎こ沿って増大 し,此のものは

類上皮細胞を申心とし幾つかの小結節の集合 し

たものとして見 られる｡類上皮細胞は星亡状或
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いは線維状化している｡巨細胞を 可 成 り認め

る｡ 此の線維性病巣の問に胆管が増 殖 して い

る｡好銀線維は8週目に於いて認められた｡

牌臓- :結節は3過後に於いて小型の結節

性病巣が少数認められ星亡状の類上皮細胞より

なっているへ4退後になると核崩壊と壊死が見

られ,類上更細胞の外白血球及び円形細胞の浸

潤が見 られる｡ 8週後に於いては病巣は著 しく

数を増 し類上皮細胞が多 く見られる株になる｡

好餌線維は8過になるも見 られず｡

リンパ腺- :2週後に於いては類上皮細胞

からなる小 さな結節性病巣が少数認められ,紘

節周辺部の反応は著明である｡ 3過後のもので

は人ききが増大し核崩壊及び壊死が認められ,

4週後になると結節周囲の血門の新 生 が 著 し

く, リンパ帳実質は殆んど破壊されて しまう｡

8週後のものでは多数の結核性病巣が某合した

像として認められ,好銀線維の増姉 が 見 られ

る｡

4)上皮小体ホルモン注射召芋と対照群との比
較

此の上安小体ホルモン注射群に於いては, 2

週後に於いて ))ンパ服の周辺に白血球及び小rlJT

形細胞浸潤を伴う類上皮細胞の小結節を認め,

4週後のものでは腫及び肝に於 い て類上皮細胞

と紡錘型の核をもった細胞から成る結節 が構成

される様になり. 8過後になると此の周辺に線

維芽細胞が輪状に取 り巻 く様になる｡

此の群の特徴を列記すると

(1)結節出現の時期が早 くその時期には結節の

大いさの割 りに比較 して周焦反応が強い｡

(2)4週後の例に近 くなると結節内部に聞隙が

出来,その縁は縦に連 らなった紡錘型細胞によ

って形造 られる佃向がある (周焦反応は反って

弱い)0 8週後になると前記間隙は完成された

リンパ符様の構造として見られる様になり,そ

れ等は結 節の内部にまで及んでいる｡

(3)線維芽細胞の増殖の傾向が強い｡

〔C群〕 カルチコール注射群

1) 実験材料及び方法

実験材料は対照例と同様処胃を行った侮瞑に

大日本製薬株式会社製の ｢カルテコール｣を薗
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接種当日より1日1cc宛毎日皮下注射 し2週,

4週, 8週後にエーテル麻酔にて屠殺 し観察 し

た,その他 1週後,18日目,22日日死亡例各 1匹

の所見も併せ記載 した｡尚,｢カルチコール｣は

グルコン酸カルシウム〔CH20H(CHOH)COO〕2

Ca･H20の化学構造を 有する ものゝ8.5%水

溶液 (等張)でd一糖酸カルシウムを0.2%混 じ

ているものである｡

2) 美 顔 成 績
1.肺 所 見

第 1週目死亡例所見- :気管枝腔内に円形

細胞,白血球,大円形細胞の浸出あり,肺胞内に

赤血球,白血球の浸出著 しく渠液性浸出著明で

心臓病細胞を認め肺炎の充血期の像がある｡血

管周囲には円形細胞の浸潤が著明に見 られる｡

第 2過屠殺例所見- :気管枝肺炎の像を呈

し,気管枝贋内に円形細胞,白血球及び渠液の

浸出が軽度にあり,一部肺は無気肺性で肺胞壁

の肥厚及び充血があり円形細胞の浸 潤 を 認 め

る｡血管壁,気管枝壁に特に円形細胞の浸潤は

見 られない｡

第18日日死亡例所見- :気管枝艦内に白血

球,円形細胞,大円形細胞の浸出あり,肺胞内

に赤血球,白血球の浸出が著明で肋膜下に円形

細胞の浸潤が著明である｡肺炎の充血期に相当

し心臓病細胞も見られる｡ 又血管周囲に円形細

胞浸潤が強度に見 られる｡

第22日目死亡例所見- -:小乃至中等大の結

節を比較的多数認め主として類上皮細胞よりな

り,中心部に壊死及び核崩壊がなくその周囲に

円形細胞,白血球の浸潤は見られない｡実質組

織全体としては肺炎の白色肝変期の像を呈 し,

肺胞内に白血球と線維素の浸出を見,心臓病細

胞の病現が著明である｡血管周囲に円形細胞の

浸潤が軽度にある｡

第 4週目屠殺例所見- :胞隔炎の像は軽度

で,小さい結節或いは血管周囲の浸潤巣を多数

認め,中央部に核の崩壊,壊死部位を認めず結

節は殆んど楕円形の類上皮細胞より成り,円形

細胞,白血球を混えている｡線維素,結合繊線

維Q?産生なく格子線維は,尚,その構造を留め

ている｡此れらの結節も拡張 した血管のす ぐ周

囲にあり血管より発生 したものと思われる｡賠
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節は他との境界明瞭で結節周囲の反応は全 く見

られない｡

第 8週目屠殺例所見- :細葉以上に亘る可

成 り大なる結節を若干認める｡これは中央部に

壊死はないが核崩壊を軽度に認める｡その周囲

に円形又は星=巴状,突起を形成 した類上皮細胞

を有 し,この類上皮細胞は比較的疎にして空胞

形成を見るものもある｡この類上皮細胞層の一

部叉はその周囲にに軽度の円形細胞,白血球の

浸潤を見る｡巨細胞は見 られない｡線維素の増

生をわずかに見るが結合織線維の増殖はな く,

格子線維は未だ肺胞構造を止めている｡結節は

主に血管,気管枝周辺に存 しその境界鮮明であ

り,比較的限局性である｡ 実質組織に一部出血

傾向を示す部分がある｡

2.肝 所 見

第 1週死亡例所見- :静脈性轡血を示す外

全 く正常である｡

第 2週屠殺例所見- :肝細胞の空胞変性及

び静脈性轡血あり,血管周岡に少数の円形細胞

浸潤を認めるものが数ヶ所認められる｡

第18日日死亡例所見- :小さい結節を少数

認め中心部に核の崩壊,壊死を軽度に認める部

分があり,その周囲に円形又は突起を形成 した

類上皮細胞を認めるがその数は少な く疎 で あ

る｡類上皮細胞層の周囲に円形細胞の薄い層が

あり,結節と周囲組織との境界は鮮明で周辺部

の反応は全 くない｡線維素の軽度の産生を見る

外結合繊線維の新生なく格子線維の破 壊 もな

い ｡

第22日日死亡例所見-- :小さい結節を比較

的多数認め殆んど類上皮細胞よりなり,中央部

に壊死,核崩壊がなく,類上皮細胞は円形の核

をもったものが多 く,中に星空状のもの,突起

形成するものを含んで居 りその密度は比較的疎

で空胞化を示す部分もある｡円形細胞,白血球

の浸潤は少い｡結節中の線維素は軽度に産生さ

れるが格子線維は正常にして結合織線維の産生

はない｡血管周囲に類上皮細胞の浸潤が軽度に

且 られ,上記結節も此の血管周辺より発生 した

如 く見 られる｡結節と周囲組織との境界鮮明で

実質組織には軽度の充血が認められる外肝細胞
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の変性はない｡

第 4週屠殺例所見- :特記すべき所見はな

い｡

第 8過屠殺例所見- :中等大の結節を比較

的少数認め,中央部に壊死,核崩壊を認める部

分な く,殆んど類上皮細胞より成る結節にして

その周囲に少数の円形細胞及び白血球の浸潤を

見る｡ 類上皮細胞は円形の核を持つもの,星亡

状のもの,突起形成するもの,線維様化するも

の等各種の形をなしその数は比較的疎であり空

胞化を示すllllli3分を持ち,小胆管 の増殖が見 られ

る｡線維素,結合織線維の産生はないが,好銀

線維の産生を見るものもある｡結節と周囲組織

との境界明瞭にして細胞浸潤な く,実質組繊に

変化はないが諸々のIh符周辺に.lIj型 細胞の浸潤

を見る｡

3.牌 所 見

第 1週目死亡例 所見- :色素を会喰 した細

胞牌洞内に充満 し,液胞は萎縮性である外著変

はない｡

第 2過屠殺例所見- :異常所見 を 認 め な

い｡
第18日目死亡例所見- :液胞の大いさ,数

は正常で,牌洞拡張するも結核結節は見 られな

い｡

第22日目死亡例所見- :大いさ中等大の結

節を比較的少数認め, 中 央部に核崩壊,壊死を

有 し,その周囲に比較的疎な類上皮細胞の層が

認められる｡ 類上皮細胞は円形,晃だ状,突起

形成或いは線維状化した核を持ち空胞化して屈

る部分もある｡その周囲に円形細胞,白血球の

浸潤も見 られ,巨細胞を有する｡線維素,結合

繊線維の産生な く,格子線維の破壊もない｡鮎

節と周囲組織との境界は明瞭で周囲の反応は少

い ｡

第 4過居殺例所見- :比較的大きな結節が

少数あり,中心部に核崩壊及び壊死を認め,そ

の周囲に類上皮細胞の比較的厚い層があり,類

上皮細胞は星だ状,突起形成,線維株化等複雑

な型をとり細胞間隙がや 広ゝ くなっている｡そ

の周囲に比較的薄い円形細胞,白血球の浸潤を

見る｡結合織線維の産生な く格子線 維 は残 存
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している｡

第 8週屠殺例所見- :中等大の結節を中等

量 (比較的多数)認め, 中 心部に軽度の壊死及

び核崩壊の傾向があり,結節は殆んど類上皮細

胞よりなり,その核は星だ状,突起形成,線維

状化 したものが主であり,比較的疎で細胞間楳

もや ゝ広い｡此の類上皮細胞の層の周囲にや ゝ

薄い円形細胞,白血球の層を認める｡結合織線

維の産生なく,格子線維の新生も見 られない｡

4.リンパ腺所見

第 1週死亡所見- :リンパ腺瞳脹せず｡

第 2週屠殺例所見- :リンパ液胞拡大 し,

月かⅠコ心は大きくなっているが結核結節は認めら

れない｡

18日日死亡例所見- :明確な結核結節を認

めない｡

22日目死亡例所見- :大きな結 節 を 形 成

し,中央部に壊死及び核崩壊を認め特に核の崩

壊が著 しい｡ その周囲に晃だ状及び線維状化 し

た類上髭細胞の層を認め,類上皮細胞層と核崩

壊部には睦隙を生 じている｡類上皮細胞は疎に

してその間に空胞を多 く形成 し,その周囲に円

形細胞,白血球の層がある｡結合織線維の産生

はな く,格子線椎の破壊が見 られるo結節の周

辺は充血を有 し,円形細胞浸潤著明で境界不明

確である｡

第 4週屠殺例所見- :大きな結節を少数認

め,中心部に核の崩壊があるが壊死は認められ

ず,類上皮細胞の層厚 く円形細胞,白血球の層

は比較的薄い｡類上皮細胞は円形,星管状,突

起形成或いは線維状化せるもの等種々混在 して

いる｡結合織線維の産生な く,格子線維はその

構造をとどめぬ程破壊されている｡ リンパ組織

は結節のため殆んど破壊 されている｡

第 8過屠殺例所見- :大きな結節と中等皮

の結節が混在し,その中 央部に壊死及び核崩壊

を認めるも巨細胞を認めず｡結節は円形又は突

起形成をなす類上皮細胞が比較的疎にならび,

その周関に軽度の円形細胞,白血球の浸潤を見

る｡結合織線維は大きな結節の岡田に増潤 し,

好銀線維は壊死部に於いて破壊されている｡結
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節内の リンパ月引現は拡大している｡結節周囲に

リンパ球浸潤があり境界は鮮明である｡ リンパ

液胞は萎縮性でありその形態は明らかでない｡

3) カルテコール注射群 (C群)の小 括

肺- :2週後に於いて肺に著変を認めなか

ったが,4週後に於いては血管の周囲に小さい

結節性の病巣が現われその境界は鮮明であり,

胞隔炎の像は軽度である｡ 8週後になると各結

節は増大癒合して粟粒大以上の太いさに達 して

いる0 8週までの観察に於いて壊死は認められ

ず,結節を構成する細胞は単核の細胞が多 く一

部類上皮化の傾向が認められるが原形質の線維

性の変化は認められない｡又,白血球等の浸潤

も少 くない｡

肝- :22日日死亡例に於いて殆んど類上皮

細胞よりなる小さい結節が認められ,8過後に

なるとダリソン氏草酎こ連絡 した大型の結節が多

数見 られ,その構成する細胞の多 くは類上皮細

胞であり,それに若干の円形細胞と白血球を混

じている｡類上皮細胞の原形質は概ね星空状で

微細な線維様構造物が見 られる｡此の時期に於

いて格子線椎の産生が見 られる｡

牌- :22日死亡例に於いて中等大の結節性

病変が少数認められその中心部に核 崩 壊 が あ

り,類上皮細胞は比較的疎でその周辺部を円形

細胞が取 り巻いている｡ 4週後に於いては結節

が増大 し吏員上皮細胞の層が厚 くなり壊死を認め

る｡ 8週後に於いては結節の数は増加 し,結節

の内部は殆んど類上皮細胞に置き換えられてい

る｡

リンパ腺- :2週後に於いて リンパ液胞は

著 しく腫大し腫中心の細網細胞が増 殖 して い

る｡22日死亡例に於いては大きな結節性病巣が

存在 し核崩壊,壊死があり, 4過後に於いては

白血球及び円形細胞浸潤の層が厚 くなり,類上

皮細胞の層も著 しく厚 くなっている｡ 8週後に

於いては類上皮細胞の層は厚 く,時として結節

中央部まで及んでいる｡白血球,円形細胞の浸

潤は次第に減退する傾向にある｡

4) カルテコール注射群と対照群との比較

カルチコール注射群は対照群に比 し壊死及び

浸出反応の出現を遅らせ,更に類上皮細胞の発
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百も遅らせている｡病巣は対照例に比 し必ず し

も小さいとは云えないが,一般に限局 している

様に見える｡例えば肺に於には対照群にみる様
な広範囲に亘る胞隔炎は本実験群に於いては軽

度である｡しかし,夫 々の結節における結核の

病機そのものは進行性であり,結節は増大し,

又,更に新 しい紀凋了を作って行 く｡

〔D〕 骨 折 群

1) 実験材料及び方法

実験材料は成熟海ち冥を使用し,人型結核菌黒

野株を鶏卵培地に15日間培養 したものを蒸滑水

1cc中 0.2mg含有の浮薪液として海当冥の左大

腿内側皮下に 1cc宛注射し,菌接種後直ちに

右大月卦静を人為的に皮下骨折を起きしめ,2週,

3週, 4週, 8週後にエーテル麻酔により夫々

屠殺観察し,その他 3日目及び4日目死亡例の

所見をも併せ記載 した｡

2)実 巌 成 績

1.肝 臓 所 見

3日冒死亡例所見- :クループ性肺炎の像

を呈 し,肺充血著明で心臓病細胞を認め肺胞内

に血液成分の浸出強度である｡

4日冒死亡例所見- :前者と殆んど同様の

所見を呈するが小血管周囲に円形細胞浸潤が見

られる｡

第 2週屠殺例所見- :血管周囲に軽度の円

形細胞浸潤が認められるが結核結節は認められ

ない｡

第 3週屠殺例所見- :小さな結節を少数認

め中央部に核崩壊,壊死なく殆んど円形の類上

皮細胞より形成せられ円形細胞,白血球は非常

に少い｡結合織線維の産生なく一部好銀線維の

産生を見る所もある｡肺胞構造はよく保たれて

いる｡

小血管周囲には円形又は紡錘形の核をもった

類上皮細胞の浸潤があり,又結節周辺部の反応

は少い｡

第 4週屠殺例所見- :中等大の結節を多数

認め中心部壊死及び核崩壊があり,結節は殆ん

ど類上皮細胞より成っている｡ その周囲に軽度

の円形細胞及白血球の浸潤を見る｡類上皮細胞

は変性 したものが少なく核は星だ状 網 状 結 合
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をなすもの多 く空胞化は見られない,少数の巨

細胞を見る｡

結合織線維は大なる結節で一部ワンギーソン

氏染色にて染まるものが出来つ ゝあり,小なる

結節ではない｡一部には全 く備円形の核をもっ

た類上皮細胞のみより成る結節もある｡

結節の周巨削ま大体境界不鮮明で,胞隔炎に移

行しリンパ球の浸潤の著明なものがある｡

実質組織の変化として一般に肺胞壁に軽度の

細胞浸潤があり,小血管周囲には円形細胞浸潤

が著明である｡

第 8過屠殺例所見- 中 等大の結節を比較

的少数認め, 中心部の壊死及び核崩壊なく殆ん

ど類上皮細胞よりなる結節で円形細胞,白血球

の浸潤は少いO類上皮細胞は糖tFI]形又は星だ状

の核をもったものが多い｡結節中に結合繊の産

生を見,好銀線維は網目状に産生しているO

結婚と周囲組織との境界は比較的鮮明でその

周辺部の反応は少い｡実質組織は充血性でWiF泡

内に浸出液を認め心臓病細胞を有している｡

2.肝 所 見

3日目死亡例所見- ･.静脈の拡張及充血を

認めるが細胞変性はない｡

4日目死亡例所見- :上記と殆んど同様で

あるO

第 2週屠殺例所見- :血管周囲に少数の円

形細胞浸潤の認める部分が数ヶ所認められるが

実質組織に著変はない｡

第 3週居殺例所見- :血管周囲に軽度の円

形細胞浸潤の見 られる部分が数ヶ所にあり実質

組織に充血を認めるが細胞の変性はない｡

第 4週屠殺例所見- :小さい結節が比較的

多数あり中央部に壊死なく核の崩壊を軽度に認

める｡結節は殆んど楕円形の類上皮細胞より成

りその間岡に軽度の円形細胞,白血球を認める

が巨細胞を認めず,姑合繊線維は産生せず格子

線維正常で結節の境界明瞭,周囲組織の反応は

軽度である｡

小血管周囲に円形細胞浸潤を認め実質組織は

空胞変性を認める｡

第 8週屠殺例所見- :小さな結節を小数認
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めるが中央部壊死,核崩壊な く殆んど類上皮細

胞より成り円形細胞,白血球の浸潤は軽度であ

る｡結節は主として突起形成又は線 維 状 化 し

た類上髭細胞より成り空胞形成が見 られる｡一

部には酢円形の類上皮細胞を主とするものもあ

る｡

結合織線維は結節｢国こわずかに見 られ好銀線

維は網状構造の線維を産生す｡境界は明瞭で周

囲組織の反応なく実質臓器に殆んど変化を認め

ない｡

3.牌 所 見

3日目死亡例所見- :液胞正常で充血はな

がい牌洞拡張す｡

4日目死亡例所見- :上記と同様な所見で

ある｡

第 2週屠殺例所見- :液胞の数正常である

が大きく,実質組織に充血著明の外異常なし｡

第 3週屠殺例所見- :r国字大より大きな結

節を少数認め中央部に壊死ないが核崩壊あり巨

細胞なく,結節は甘亡状,突起形成,線維状化

した類上皮細胞より成りその周囲に円形細胞,

白血球の浸潤を比較的多 く認め,類上皮細胞は

'jE胞形成を認める｡

結合繊線維の増殖はないが,好銀線維の産生

を認め,周聞組織との境界は明瞭であり,実質

組織は液胞は正常で月別]心は比較的 明 瞭 で あ

る｡

第 4週屠殺例所見- :中等大の結節を多数

認め結節の中央部に一部壊死を認めるものある

が多 くは核崩壊のみで巨胞を認めず,その周囲

に突起形成,線維状化 した類上皮細胞を主とす

る層を有 し周囲に円形細胞と多核白血球を混在

するのを認める｡

結合織線維の産生はないが好銀線維は網状に

産生す｡結節は境界やや不明瞭であり周囲に円

形細胞浸潤あり液胞は結節のために圧排され萎

縮 している｡

第8週屠殺例所見- :結節は大小混在 し比

較的多数認められその中央部に壊死及び核崩壊

ありF持田胞を認めず, 結節は星だ状, 突 起 形

成,線維状化した類上皮細胞を持ちこの細胞は

萎縮 し網状につながり空胞を形成 している｡円
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形細胞,白血球の浸潤は比較的少い｡

線維素及び結合組織の産生を認め,好銀線維

により網状の構造のものが周囲より出来つ ゝあ

る｡

周囲との境界比較的明瞭であり実質組織は液

胞萎縮 し牌洞拡張す｡

4.リンパ腺所見

3日冒死亡例所見- .･異常所見なし0

4日日死亡例所言- :異常所見なし｡

第 2過屠殺例所見- :大きな結節を形成

し中心部に軽度の核崩壊を認め,結節は円形又

は星空状の類上皮細胞の層より成 り軽度の空胞

化を示 している｡此の類上皮細胞の層は非常に

厚 くその周囲に円形細胞の薄い層を認める｡結

合織線維の産生はないが好銀線維は網状に産生

されている｡結節の境界はやや不明瞭である｡

リンパ液胞は腰大 し殆ど大きな リンパ球で満た

されている｡

第 3過屠殺例所見- :大きな結節を形成 し

その中央部の核崩壊及び壊死は比較的著明でな

く,結節は殆んど星二だ状,突起形成或いは円形

の類上皮細胞より成 りその内に軽度 の 円形 細

胞,白血球の浸潤を見る｡

結合織線維の産生はなく好銀線維の産生を認

め液胞は強度に変形す｡

第 4過屠殺例所見- :筋肉周辺の肉芽組織

と思われる組織像を呈するのみ｡

第 8週屠殺例所見- :癒合 して巨大な結節

を形成 しその中央部は壊死,核崩壊著明であり

巨細胞の産生なく類上皮細胞の外円形細胞白血

球の産生も著明である｡類上皮細胞 は突 起 形

成,線維状化 したもの多 く空胞化を認める｡結

合織線維,線維素の産生著明であり好銀線維は

網状の太い線維が結節周辺に見 られる｡結節の

周囲は不明瞭であり周辺には円形細胞浸潤が著

明である｡

実質組織は強度に萎縮に陥っている｡

3) 骨折群 〔D群〕の小指
肺- :結核結節及び血管周囲細胞浸潤は2

週後より認められ 4週後のものは結節が増大,

癒合の傾向を示しその中央部は壊死に陥って居

り,結節の壊死部を変性 した類上皮細胞の厚い

京大結研紀要 第8巻 第3号

層が囲綬 している｡

8週後のものでは気管枝及び動脈の周囲から

始まる棋状の病巣として見 られ同部は主として

白血球と円形細胞で構成されている｡

その外小結節が認められその中心部は類上皮

細胞より成っている｡

好銀線維は3週より認められる｡

4遇後の肺に於いて壊死が認められ 8週後に

認められないのは肝の変性も4週後の例に著明

にあったから動物の個体差と考えたい｡

肝- :血管周囲の円形紳胞の浸潤は2週後

に於いて現われ, 4週後の例に於いては小型の

結節性病変が多数認められ此の病巣は限局性の

壊死を示すものから完全に円形細胞乃至類上皮

細胞によって置換えられたもの迄が見 られる｡

白血球,円形細胞,類上皮細胞の反応は極め

て弱 く肝実質細胞の原形質はその全てが強度に

空胞変性を起 している｡

8週後のものではや 小ゝさい結節性病巣を少

しく認め,此の結節は類上皮細胞と紡錘形の核

を有する細胞からなり,この時期になると好銀

線維及び結合繊線維が産生 して くる｡

此の外円形細胞及び白血球が少数見 られる｡

牌- :3週後に於いて中等大より大型の結

節が少数認められ核の崩壊が中央部にあり,類

上皮細胞は空胞化の傾向がある｡

4過後に於いては結節は多数となり核崩壊,

壊死の像も見 られるが殆んど類上皮細胞より成

っている｡

好銀線維は3週後より見られた｡

リンパ腺- :2週後に於いて大きな結核病

巣が少数認められこのものは中心部は空胞化の

傾向にある類上皮細胞より成り周辺部は円形細

胞の浸潤が認められる｡

好銀線維は3週後に於いて見 られる｡

4) 骨折群と対照群との比較

自然死を起 した動物の生存日数を比較すると

骨折群,対照群共各 2例あるが,骨折群に於い

ては菌接種後 3日及び4日にて死亡 し,対照群

に於いては9日及び11日で死亡 している｡ 予定

通 り生存 した例では病巣に著変を見ないが,此

れは骨折による影響と思われる｡
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2過後に於いては対照例に於いては未だ結節

は出現 して居ないが骨折群に於いてはリンパ腺

に比較的大きい結節性病変を認める｡これを構

成する細胞は中心部は殆んど類上皮細胞でしめ

られ空胞化が著明でその周囲には白血球の浸潤

はあるが円形細胞の浸潤は認められなかった｡

3週後の例に於いて骨折例は対JnFi例に比較 し

て白血球及び｢1｣形細胞の浸潤が少 く類上皮細胞

の浸潤が多い｡

4- 8週後に於いては両者に相違がなくリン

パ腺以外の臓器に於いても多少はこの傾向が認

められるが リンパ腺程明らかでない｡

〔E〕 白鼠の上皮小体摘出せず鳥型結核菌のみ

接種 した群 (対照例)

1) 実験材料及び方法

実験材料は成熟白鼠 (150g前後)を使用し鳥

型結核菌獣調株を鵜卵培地に15日間培養 したも

のを蒸潜 水 1cc中 1mgの浮遊液として白鼠

の左大腿内側皮下に 1cc宛注射し, 1過,2週

3週, 4週, 5過, 8過後に夫々エーテル麻酔

により屠殺 して机察 した｡

2) 実 験 成 績

1.肺 所 見

第 1週屠殺例所見～ A.異'勘FT見なし()

第 2週屠殺例所見- :大きな気管枝の リン

パ組臓の腫大があり,肺胞間隙の充血ある外異

常所見なし｡

第 3週屠殺例所見- :静脈性血管 うっ血及

び炭粉沈着ある外異常所見なし｡

第 4週屠殺例所見一一 :小血管周囲に小円形

細胞の集落を見る｡静脈性うっ血あり,軽度の

胞隔炎の像をみとめる｡

第 5過屠殺例所見- :小血胃周囲に小又は

大 円形細胞の 浸潤 ありHaemosiderin,炭粉沈

着を有する｡

第 8週屠殺例所見- :血管周囲にわずかに

円形細胞浸潤を認め,気符枝葉 リンパ腺腫大 し

気管枝瞳内に破壊 した像が見 られるが結核結節

とは言い切れない｡ 全般に軽度乃至中等度の胞

隔炎の像を認めるC

2.肝 所 見

第 1週屠殺例所見- :異常所見なし｡
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第 2週屠殺例所見- :類洞に充血を認める

外異常所見なし｡

第 3過屠殺倒所見- :小血fLl'';.-･周囲に小11日杉

細胞の小さい浸潤が見られる｡

第 4週屠殺例所見- :異常所見を認めず｡
･l

第 5過屠殺例所見- :血管周囲に円形細胞

の浸潤が見られる｡Kupffer氏細胞の棒大を認

める｡

第 8週屠殺例所見- :血管周囲に円形又は

紡錘形の核をもった細胞の集落を認める｡実質

組織中にも同様の細胞浸潤を持つ部分がある｡

3.牌 所 見

第 1週屠殺例所見- ･.異常所見を認めず0

第 2週屠殺例所見- :赤色髄は血液に定む

がその他異常所見なし｡

第3週屠殺例所見- -IHaemosiderinの 沈

着ある外異常所見なしO
'第 4週屠殺例所見- :小さな結節を小数認

め,中心部に壊死,核崩壊なく類上皮細胞及び

Fl]形細胞より成るo類上皮細胞は楠円形の核を

もったものが主である｡

結節周辺部に反応なく実質組織は充血ある外

略々正常で Haemosiderinの沈着を認める｡

第 5週屠殺例所見- :Haemosiderin の 沈

着を認め実質組織は血液に富む外異 常 を 認 め

ずO

第 8週屠殺例所見- :上記所見と同様 0
4. リンパ腺所見

'B l週屠殺例所見- :異常所見を認めず｡

第 2週屠殺例所見- :中等大の結節を認め

中心部に核崩壊を有するが壊死なく主として類

上皮細胞及び｢｣]形細胞よりなる｡

結節周囲に円形細胞の浸潤を認める｡

第 3週屠殺例所見- :円形細胞中に小さい

類上皮細胞結節を認める｡

第 4週屠殺例所見- 1.リンパ腺'の腫 脹 な

し｡

第 5週屠殺例所見- :大きな結節を有 し,

中心部核崩壊及び壊死を有 しその周囲に類上皮

細泡,円形組把の浸潤を見る｡類上皮細胞は昆

巳状,線維化したものが多い｡
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結合繊線維の産生なく,好銀線維の破壊が著

明であり一部に新生を見る｡

〔F群〕 白鼠の上皮小体摘出後鳥型 結核菌を接

種 した群

1) 実験材料及び方法

成熟白鼠の上皮小体摘出手術後10日目に対照

例と同様に烏型結核菌を接種 し, 1週,2週,

3週, 4週, 6週, 7週,8週後に各 2匹宛,

5週のみ 3匹をエーテル麻酔にて屠殺観察 しそ

の他 2週後死亡例の所見をも記載 した｡

2) 実 験 成 績

1.肺 所 見

第 1遇屠殺例所見- :実質組織に強い細胞

浸潤を来し,主として多核白血球及び核崩壊が

著明で肺炎の像を呈する｡更にその周辺に肺水

腫の像がある｡

第2週屠殺例所見- :2例とも血管周囲に

円形又は大円形細胞著明であり肺胞壁に充血及

び円形細胞浸潤を見る｡

第 2週死亡例所見- :カタル性肺炎の像を

呈 し,血管周囲に円形細胞の浸潤あり,肺胞内

に白血球,肺胞上皮の脱落,核崩壊産物が充満

している｡

第 3週屠殺例所見- :血管周囲に円形細胞

浸潤あり一部に紡錘形の核をもった細 胞 も あ

るo気管枝周辺にも細胞浸潤あり一部肺胞内に

血液成分の浸出した部分あり,充血及び炭粉沈

着を認める｡

第 4週屠殺例所見- :血管周辺に円形細胞

浸潤著明であり,血管の拡張及び充血を示す又

肺胞隔壁にも細胞浸潤を認めるものあり｡

第 5週屠殺例所見- :血管周囲の円形細胞

浸潤著明であり又気管枝周囲にも円形細胞浸潤

あり一部の肺脈壁に充血,及び浮腫を認めるも

のもあり,胞隔炎があるO

第 7週屠殺例所見- :気管枝及び血管の細

胞浸潤は著明であるが明確な類上皮細胞ではな

いので結核結節とは言い切れない｡ (カタル性

肺炎の像がある｡ )

第 8週屠殺例所見- :同じく血管周囲に円

形細胞浸潤を認める｡可成り強い 胞隔炎乃至カ

タル性肺炎の像を示し肺胞壁にうっ血及び円形
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細胞浸潤のあるものもあるO気管枝周囲等に於

ける細胞浸潤は強い｡

2.肝 所 見

第 1過屠殺例所見- :血管周辺に円形細胞

浸潤を認めるものあり,類洞に充血ある外ほぼ

正常である｡

第 2過屠殺例以下特に変化を認めず｡

3.牌 所 見

第 1過屠殺例より第 5週屠殺例迄異常所見を

認めず｡

第 7週屠殺例- :小さい類上皮細胞よりな

る結節を数ケ認める外異常所見なし｡

第8週屠殺例- :異常所見なし｡

4. リンパ腺所見

第 1週屠殺例所見- :大きな結節を形成し1

中央部に壊死及び核崩壊を認めその周囲に類上

皮細胞,円形細胞,白血球の浸潤を見る｡類上

皮細胞は円形叉は崖だ状のものが多いが所々に

線維状化したものを認める｡巨細胞はなく結合

繊線維の産生はないが好銀線維の産生が軽度に

みられる｡

第 2過屠殺例所見- :中等大の結節を認め

中心部壊死,核崩壊なく数ケの巨細胞を認める

類上皮細胞は4,'く円形細胞,白血球が多数あり

周囲との境界は比較的不明瞭である｡膿疫との

鑑別が明確でない｡

第 3過屠殺例所見- :小さい結節を比較的

多数認め殆んど類上皮細胞より成る結節であり

中心部に核崩壊を軽度に認めるが壊死はない｡

類上皮細胞は円形の核を持つものが多 く線維状

化したものも出来つ ゝある｡結合織線維の産生

を軽度に見る外好銀線維の産生もある｡

第 4週屠殺例所見- :小又は大きな結節を

多数認め,中央部に核崩壊,壊死を認める｡

結節は殆んど類上皮細胞より成り少数の円形

細胞を含む｡ 類上皮細胞は突起形成或いは線維

状化 したもの多 くリンパ鷹隙は比較的拡大して

いる｡結合繊線維の新生を認め,好銀線維は中

等度に新生 している｡結節周辺部に円形細胞浸

潤を見る｡

第 5週屠殺例所見- :大きな結節を有 Lr中

央部に核の崩壊を認め類上皮細胞及び円形細胞
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より成 り,類上皮細胞の層は薄 く核は屋亡状又

は線維化するものが多 く被瞭を形成 している｡

結合織線維,好銀線維の増殖が見られる｡

第 7週屠殺例所見- :大なるものより小さ

いものまで種々の結節を作り,人きなものは中

央部に核崩壊及び壊死を形成する｡類上皮細胞

は円形の核をもったものも見られるが線維状化

した類上皮細胞の薄い層が壊死部位を被覆 して

いる郡がある｡ 好銀線椎,結合織線維の軽度の

産生を見るO

第 8遇居殺例所見- :小さい結節を少数認

め中央部に舷崩壊なく殆んど類上皮納胞より成

り円形細胞,白血球を認めないO類上皮細胞は

殆んど円形の核をもって居 りリンパ腫 隙の拡人

した部分があるo 結節周囲の反応は全 くないo

ⅡⅠ 総括並びに考接

1) 所 見 の 総 括

各種実験群に於ける所見を総 括 す れ ば,ま

ず,海椙に於ける人型結核菌 (黒野棟)による

所 見 と して,対照群 (A群)では,陣の胞隔
衣,血管周囲性細胞浸潤,肝でのダリソン氏鞘

その他の血胃周囲性細胞浸潤,或いは陣に於け

る自髄の反応等,夫々の初期港出性反応から晴

々定型的 な動物結核-進展 し,価,碑, リンパ
月私 肝等に於て特に著 しい｡

而 して,上皮小体ホルモン投与群(B)では,

同株に結核症の進展像がみられ,抗結核剤とし

ての作用は認められないが,そこに現われる組

織像にはBi,11著な特徴がある｡ 即ち,例えば肺に

於いては早期には溶出性炎が対照に比 し顕著で

あり,次で既に4過後に於いて胞隔炎の像はま

だみられるが,一般に減弱し,反応は限局性とな

る｡ しかも,この病巣は,対照群が,類上皮細

胞の他に,好中球, リンパ球等の細胞を多数合

んでいるに対 し,本実験群では類上皮細胞が多

く好中球等は非常に少い｡ 即ち,繁殖性の機転

が部分的に認められる｡更に8週経過すれば,

病巣は限局して周囲組織と明らかに区別され,

細胞の大部分は類上皮細胞で占められる｡ しか

し,この類上皮細胞結節でも,増殖性機転が既

にみられ,結節内部に結合織が不規則に増加し
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ているが,結節を被包して周囲組織と分界する

様な傾向が特に強いとはいえない｡その他の臓

器に於ても,一般にB群では,初期に於ては海

山性反応が強 く, リンパ腺等では壊死を形成す

る様なものもみられるが, 4過以後になれば,

反応は限局性となり,その周辺反応は反って減

弱する｡限局性の病巣では繁殖性の機転が増強

され類上皮細胞反応が主となり,類上皮細胞結

節の性格をおびて来るが,その他ラ氏型巨細胞

も存在 し,又,結合織の増殖も強 く,増殖性反

応も促進されると言い得よう｡

叉,これに随伴 して,肝臓では病巣郡に於け

る小胆符の増殖も強い｡

次にカルテコ-ル投与群 (C群)では,例え

ば浦に於ても,B群程iJ,ll著ではないが,反応が

限局化される傾向があり,しかも,病巣そのも

のは進行性であり,結節は増人し,更に新 しい

結節を形成してゆく様であるo又,類上皮綱胞

結節化の傾向を認める例もある｡この様に,木

例は丁度,B群と対照のC群との申開的な像を

呈すると言えようo

次に骨折をおこさしめ,同時に菌を接種した

罪 (D群)に於ては,例えば柿に於ける胞隔炎
の様な全体的な反応は対照群と同程度或いはそ
れ以上に強 く認められ,その他,/xm二伎珊瑚を

恒心とする病巣では2- 4週頃迄はその変性,
壊死の傾向が強い｡この執ま他の臓器について

も言えようO即ち一般に早期の溶出性炎の像が

強いo然 し乍ら,それ以後の8週の所見では対

照群と殆んど差が認められず,D群で特に壊死

が強いとは言い難いO

以上は何れも海喉を使っての実験であるが,

白鼠に烏型菌の獣調株を注射 した群 (E/群)で

は,海2供に於ける株な定型的な結核結節は形成

レ堆い｡即ち,局所 リンパ腺には,広範な乾酪

性壊死を伴う結核結節がみられるが,壊死部周

辺の所謂特異性被膜の反応が弱 く,非特異的な

増肝性変化が強い,その他,牌で若干の類上皮

細胞を主とする結節を認める外,価,肝等では

非特異的な細胞浸潤を認めるに過ぎない場合が

多いo即ち,肺では時に実質内に小 結 節 を 認

め,気UiL';:･枝粘膜下に於ける浸潤巣が進行性に精
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膜上皮をおかす様な像を認める事がある｡又肝

では中心静脈,ダリソン氏鞘の周囲に軽度の浸

潤を認めるのみである｡

上皮小体摘出白鼠に烏型結核菌を接種 した場

合には (F群),同様に,局所 リンパ腺の乾酪

化巣以外には,一般に類上皮細胞も認めるが,

円形細胞を主とする細胞浸潤で,結核結節とし

ての特徴に乏 しいが,E群に比 してこの渉出性

変化が強いと言える｡即ち,肺に於ては一般の

胞隔炎や気管枝周囲の細胞浸潤が強 く,且,範

囲が広い｡然 し,肝に於てほその病変はE群同

様極めて感度である｡これらの事は,白鼠に於

ては結核菌に対する反応は海ち冥等に比 して,結

核性としての特徴に乏 しく,一般の異物性の組

織像に近 く,上皮小体摘出によっても,特に結

検結節としての特徴を助長するとは言い難い｡

唯,その溶出性反応が増強されることは事実で

ある｡

扱,著者は特に ｢繁殖型｣と言う言葉を使っ

た｡ 結核性病巣の組織像は Aschoff (2) 以来,

執生型 (Exsudative) と増殖型 (Productive)

とに2分されて来ているが,Aschoff自身その

著書(2)に於いて,UnterProdukiiverEntziln-

dungsolltemannurdiemitneuerZuJischen-

subsianzbildung einhergehenden reaktiv'en

VorgangeandenBindegewebs-undGerussu-

bstanzenverstehen.

と言 う様に ｢増殖｣が線維等の細胞間物質の

新生を以て定義されるならば,病巣局所に於け

る細胞の分裂,増加とは自ら区別されねばなら

ない｡近年, 高松教授29)は結核性病 巣の組織

発生を論 じ,従来の所謂増殖型は性格の異る2

種の現象,即ち,増殖と云う線維の産生される

現象と,細胞が分裂増加 して数を増すところの

繁殖の現象とに分離され,増殖型と繁殖型との

2つの柏にわけた｡著者もこの点に留意 し,特

に増殖型と区別 して記載 した｡

2)実験的結核症と上皮小体について
生体内の鉱物質,特にカルシウム乃至はカル

シウムの代謝に関係の深い上皮小体ホルモンが

実験的結核症の組織像に及ぼす影響 に 関 して

は,報告が比較的少 く特に後者についてはわず
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かに Schafer(1954)25)の報告をみる程度であ

る｡彼の報告によれば,人型結核菌を接種 した

海ち巽に隔日に 10EH又は1EH の上皮小体ホル

モン (Parathormon)を投与した場合, 大量投

与群では,まず初期には肉眼的にも組織学的に

も炎症の著明な増強がみられ,通常海老具では再

感染の場合にしか起らない様な空洞形成が認め

られ,更に経過すれば,再生傾向が強 くなり空

洞壁には軍国な線維形成がおこり,分界像が著

明となり又多数の巨細胞が出現する と報 告 し

た｡更に,壊死巣が癒痕化する傾向が強 く,そ

の意味で Streptmycine治療の例に類似 してい

る｡一万, 1EH投与の例では, 炎症の増強は

余 り顕著でな く著明に生存 日数が延長 したと述

べている｡又,組織学的に時々類肉腫症 (Sar-

coidosis)様の所見が得られた事は注 目 に 値す

る｡即ち彼によれば,Parathormonは概 して2

相性に働き,①,まず初期炎症を増強せ しめ,

②,その後の経過では修復機転を促進 し,特に

少量投与の場合には結核に対する防禦機転にむ

しろ好ましい影響を与える様である｡又,彼の

云 う Sarcoid様の変化とは,類上皮細胞の繁殖

性機転の相と解釈 して注目した い｡彼 は 又,

VitaminD2 がこれに併行 した成績を 得る事か

ら,これらの作用の 本 態 は, Parathormonや

VitaminD が組織や血中のカルシウム分劃に対

し,コロイ ド様に結合 したものがイオン化の方

向に移動 し,これが病巣に出て作用を発揮する

ものと解釈 している｡一方カルシウム自身の大

量投与が結核病巣に及ぼす影響は古 くFunaoka

守 (1930)6) によれば家兎結核の石灰化がカル

シウム投与 によって 促 進 され,Handowsky

(1928)12) も海ち冥の結核にカルシウムの有効性

を認めている｡一方 Hoyle(1928)17),Loewy等

(1931)21),Maver(1934)22) 等は著明な効果

は認めていないで,む しろ有害な場合もある事

を指摘 している｡ Schafer25) はこれらの成績の

不一致の原因として,外界から供給された Ca''

ほ概して一時的に体内の含量を高めるのみで,

永続的変化はおこらない為と考え,この事から

も Parathormonや VitaminD の投与 の 方 が

より有効であろうと推測した｡
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この様な諸家の報告と著者の海ち箕に於ける実

験成績を比較してみるに,著者の実験ではB群

が Parathormon投与群であるが, これに 1R

1EH の量で注射 したもの で あ る｡ 従 っ て

Schafer25) の云う棟に Sarcoid株の変化のおこ

る事を期待 したのであるが, Sarcoid にみる様

な定型的な類上皮細胞結節の像は得られなかっ

た｡ 然 し乍ら,対JEi:R群に比 して 4過頃迄は一般

に溶出性反応が強 く,局所 リンパ腺等では壊死

もみられるが,以後はむしろ反応が限局化し,

病巣には類上皮細胞が多 く,即ち,繁殖反応が

強 くなり,又結合織の増殖も強 く,増肝性炎の

傾向が促進されている｡但 し,この結合繊の増殖

は病巣周囲を輪状に被也すると云うよりも病巣

全体に不規則にみられる｡この株に,類上皮細

胞反応が強 く,増殖性変化の増強する事,或い

はラ氏型巨細胞の多 くみられる様なJ持主Scha-

fer25) の所見と相通ずるところがある｡空洞形

成の像は全 くみられなかった｡ しかし,同ホル

モンが直接抗結核剤として作用するとは思えな

い｡この結合繊反応に及ぼすホルモンの影響に

ついては,近年副腎皮質ステロイ ドホルモンが

特に注目されているところであって,当研究室

の天津 1) も各種肉芽性炎や実験的結核症 に於
て,副腎皮質ホルモンの一種である と こ ろ の

Cortisoneが結合織の反応を 特異的に抑制 し,

病巣を拡大,進展せ しめ,一方,合成ホルモン

の Methylandrostendiol(MAD)が逆 に 姑 会

織の反応を強 く増強する事を報告 している｡

又,カルシウム製剤であるところのカルテコ

ール投与三群 (C君T:-)では,たしかにB群に比 し

てその効果は軽度で,時 には対頂群との差を認

め難い例 もあったが,概ねB群と対照群との中

間的な所見であった事は前述の注射 したカルシ

ウムの作用が一過件である様な事から考えても

容易,に首肯し得るところであり,カルシウムそ

のものの投与が実験的結核症に有効か,或いは

逆に有害であるかに関しては,著者は程度は遥

かに掻い が Parathomon投与と同様に結核病巣

に対 して個体にとってはむしろ好ましい方向に

働 くと考えたい｡そのi抑ま逆に考え て 骨 折 群

(D群)の成績からも云えようC即fl,育択後
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の修復機転の為,血中カルシウム量に戎程度変

動がおこる雪を想定 して行ったD群の実験では

2乃至4週頃迄は,対照群に比 して精 々渉rL冊′J:-_

反応が強 く,病巣の変性,壊死の傾向強 く,そ

れ以後 8週頃では殆んど対1胃と差を認め叛 くな

っているCこの事は骨折治癒機転によるカルシ

ウムの変動が,同時におこった結核 病 巣 に 対

し,一過性に主としてI参出機転を増強せ しめる

が,殆ど骨折の回復 した8週頃は影響を認めな

くなるのである｡

次に白鼠に於ける実験であるが,白鼠が結核

菌に対 し抵抗の強い事は古 くから認められてい

る所であり (Ornstein& Steinbach(1925一)24),

Hagedorn, (1929)ll),Wessels (1941)35))0

しかも,白鼠は VitaminD や鉱物質代謝が非

常に安定である｡又,Grant9ノ 等によれば白鼠

は Ca及び VitaminD 含量が減少すれば 肺 の

病巣が容易に 進行する｡ Wessels35' によれば

白鼠では病巣が 非常に進行しても乾醇化はおこ

らず, 且,Tuberculinに対する感受性が極d)

て弱い,又,Hommeyer-Brentano(1948)16)に

よれば,白鼠は結核菌に対 してはむしろ異物に

対する如 く反応 し,比較的後期にな っ て 始 め
て結合繊の増姉により室忠死を来す と云 わ れ
る｡この様なことは Sarcoidosisの経過に 類似

するところである｡一方,この抵抗性の強い白

鼠に対 し,菌の感受性を高めようとの努力が払

われ,例えば古 く Glyoyne& Page (1923)7)

は組織細胞の喰作用を低 くするために Benzol

を注射 したり, 菌 浮遊 液のウ容 蝶を変えたり,

Cytolysinを使用したりしているが, 何れも充

分の成果を挙げる事は出来なかった｡叉上記の

Grant9) 等,更に Lange (1923,1925)18) 等

の食餌に関する実験 があり, 又, Steinbach

(1929,1932)27ノ28) の成績では,白鼠は人型及

び年型結核菌に対 しては特に強 い 抵抗を存し,

烏型筒では大量投与 した場合わずかに病巣を形

成するが, この場合に Vitamin欠乏に よって

烏型菌では50%に於て広 く病巣が 認y)られる

が,人型及び牛型菌では病 巣が出来ない｡又,

副腎摘出によって烏型及び牛里菌で 病 黒 を 作

り,人型菌では強い抵抗を示した,,更に上皮小
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体摘出白鼠では,年型菌では顕微鏡的には33%

に結核結節を認めて,感受性の上昇を示 してい

るが,人型菌では30例の何れに於ても組織学的

に結核結節を認めず,感受性の上昇を来さなか

った｡尚,年型,人妻型何れに於ても菌は証明さ

れた様である｡烏型菌に関しては報告 していな

いo尚この上皮小体摘出実験は次の甲状腺-

上皮小体摘出実験の対照として行ったもので,

甲状腫- 上皮小体摘出実験では,牛型菌では

90%に結核性の粟粒結節を認め,肝,牌,大綱,

横隔膜等が主な感染臓器であり,半数近 くの例

で乾酪巣を認めている｡ 肺では病巣を 認めな

い｡又,人型菌でも80%に結節が出来,しかも

その36%に乾酪変性を認めている｡

この株に個体のホルモン環境その他種々の条

件の変化によって結核菌に対する反応態度が変

化 し, しかも,菌の種類によっても亦相違が出

来るのである｡而 して白鼠の烏型菌に対する反

応は Feldmanの著書4) に集約されている｡

著者の実験に於てもE群では,局所 リンパ腺

に壊死性変化を認めるのみで,両も,その周辺

における結核性特異被膜が明確でなく,その他

の臓器に於てほ,時に類上皮細胞を含む結節を

わずかに認めるのみで,海塀のそれ と は著 し

く異にするのであって,叉, Hommeyer-Bre-

ntano16) の云う様な強い線維の増生を 認 め る

様な時期には至らなかった｡唯,8週後の肺等

ではその傾向として結合織の増殖が強かった｡

両も,著者の使用 した獣調株は,同時に行った

豹の実験 (中村,未発表)では乾酪巣を含む結

核結節を充分形成 して居 り,菌の毒力よりもむ

しろ個体の感受性が低い事に由来す る もの で

ある｡

次に上皮小体摘出群 (F)では Steinbach29)

の記載 している様な定型的な結核結節は得 られ

ず,些か期待を裏切るところがあるが,類上皮

細胞を含む病巣が一部形成され,且,全般に溶

出性炎の像が増強されている｡こゝで注意すべ

き事は,彼も指摘 しているが一般に甲状腺を傷

つけずに上皮小体を完全に摘出することは困難

であるが,白鼠の場合は甲状腺の割に上皮小体

が大きく,必ず しも不可能ではない｡ しかし,
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摘出後10日間経過を観察 して,その間,約 1/3
が死亡 し,残 りのものを Caを多量に含む食餌

で飼育 したのであって,完全に摘出されたもの

は早期に死亡 し,実験に使用 した群は顕微鏡的

であるにせよ上皮小体の遺残があったのかもし

れない｡従って,F群は上皮小体摘出と云うよ

りも低機能の実験と見倣 した方が正しいであろ

う｡

かくして各種条件によるカルシウムの変動に

よる実験的結核症,特にその組織像-の影響に

ついて検討 して来たのであるが,Schafer25) に

よると,種々の条件に於ける生体内カルシウム

の変動は次の様に模式化される｡

Acidose,AT10,Parathormon
イー ー

DialysablesCalcium

ionisiertes:nichtionisiertes
⊂ト= II

Kolloid

gebundenes

Ca

>

EK-Extripation, Tetanie,
Alkalose

VitDinphysiologischenDosen

Vit.DinunphysiologischhohenDosen

而 して,著者の実験に於てイオン状態のカル

シウム増加の傾向に働 くところの実験群では組

織像が溶出性傾向の低下と,増殖性炎の増強と

云う形で修飾され,更に作用の強いホルモン投

与の場合には部分的には繁殖性炎の相がみられ

る｡一方,骨折,或いは上髭小体摘出群では溶

出性炎増強と云 う形で要約されよう｡この様な

事から, 更に 広範な実験によって Scbafer25)

の云う様な Sarcoid様の組織像を得 られるかも

知れない｡

この様な成績はカルシウムの作用として,古

くから云われているところの抗f参出性乃至アレ

ルギー性作用 (Stangle(1942)26),Unger(1948)

2)), 或いは Tomlinson (1948)30) の云う様に
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病巣附近のカルシウム増加が,末梢血竹の興奮

及び穆出性傾向に影響を与える事,更に,臨床

的に,溶出性肋膜炎に Parathormonや ATIO

が有効であるとの報告 (Golユ(1928)8),Hennig

(1950)15)),或いは VitaminD の投与が結核症

の申でも,渉出型のものに有効であるとの報告

(Menschel(1930)23) Hailmeyer (1949)14),

Weicksel(1951)34),Trantwein& Stein(1952)

31))等を併せ考えて,共通の性格が見出し得る

のである｡

扱,屡々述べた様に Schafer25) の実験に於

て,Parathormonの適当量投与によってSarco-

idosis株の組織像 を 呈 す る~乱 臨 床 的 に

Lup11Sの治療に VitaminDを使用 した 場合,

Sarcoid 様の知摘洗像が認められる時 期 が あ る

との 報告 (Freudenthal(1948)5)), 或 い は

Sarcoidosisの場合に, 過 カ ルシウム血 症が 随

伴する事は 屠 々報 告 されているところであり

(Leitner(1935,1938)20),Harrel& Fischer

(1939)13), Gravesen (1943)10), Curtis等

(1947)3), Larsson等 (1952) 19)), 史 に

Sarcoidosisに於て同時に上皮小体の 肥大の 認

められたと云う報告 (Ⅴ.Rijsse133),Westra&

Uisser33)) 等から, 結核と Sarcoidとの問に

カ ルシウム代謝乃至は上皮小体ホルモンを介入

して結びつきを見出す事は注目に値 し,この事

は既に高松 (1957)29) の指摘するところであ

り,又中村 (未発表)の鶴の烏型結核菌による

実験でも,部分的に Sarcoid株の像を呈する事

を示 している｡ 著者の実験に於ても,この事は

屯要な関心事項であったが, Sarcoidに於て特

徴とされる定型的な類上皮細胞結節は海摂,白

鼠何れに於ても得られなかった (著者の所見の

記載に於て類上皮細胞結節と名付けたものの多

くは,む しろ類上皮細胞を含む結節とした方が

llこし く, 純 粋に類上皮細胞の繁殖性の相のみ

が強調される様な結節は 少い｡)然 し乍 ら,

Parathormon投与群等で,反応そのものは強 く

ても,比較的限局され,湊出性炎が減弱 し,増

殖性炎が増強されている事は,更に適当な量に

よる処置を行えば,f参出性炎は減弱 した ま ま

で,増殖性炎が余 り強調されない様な状態を招
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来 し,繁酢性炎としての組織像が表tlHL化し類上

皮細胞結節として Sarcoidosis -の接近と云う

事が充分期待出来ようC

以上を要約 して,同 じ結核菌に対する反応で

も,個体の条件によって反応態度を異にし, 普

者は上皮小体ホルモン乃至はカルシウムの問題

をとりあげた｡この種ホルモン環境その他の要
関によって,実験的地核 症 の組織像 が 修 飾 さ

れ,その経過に多少なりとも変化を来す車を明

らかにした ｡

IV 結 論

結核症の病理組織像に及ぼす上皮小体ホルモ

ン乃至はカルシウムの影響をみる鵜に次o)様な

実験を行った｡

I)成熟海う箕の大腿皮下に人里 結核 菌 黒 野株

0.2mgを接種 して2,3, 4, 8週の経過を

主として組織学的に検査 した｡

i) 対｣慣群 (A群)
ii) 上皮小体ホルモン (Parathormon-･-栄

国Lilly社製) を 1口1里位通 日皮下注

射を行ったO (B群)

iii) カルシウム製剤としてカルテコール(人

日本製薬製)を 1rllcc宛通 11汗 射 し

た｡ (C群)

ivJ 菌接種と同時に, 反対側 人腿付 に 人 為

的に骨折をおこさしめた｡ (D群)

u) 白鼠 (体重約150g前後)の人腿皮下に鳥

型結核菌獣調株 1mgを接種 し,1,2,3,4,

5,8週に至る経過を主として組織J羊(畑こ机察

した｡

i) 対照群｡ (E群)

ii) 菌接種に先立ち,上皮小休を摘出 し 10

日間経過を観察 した｡ (F群)

その結果次の様な実験成績を得た｡

1.海握の対照群 (A群)では,肺に於ける

胞隔炎その他の初期反応から,各種臓器に

定型的な結核結節の進展が認められた｡

2.上皮小体ホルモン投与(B群)によって,

一般に反応が限局されるが,その病巣の反

応は初期には強 く,漸次潜出性 炎 は 減 弱

し,繁殖性炎及び増姉性炎が増強される傾
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向が強いO ラ氏型 巨細胞も多 く出現するO

空洞化は認められなかった｡

3.C群のカルチコール投与による影響はB

群と比 して軽度であるが,反応が限局化さ

れる傾向が認められた｡

4.骨折によって,比較的初期には溶出性炎

が強いが, 8週経過後では対照と殆ど差を

認めない0

5.正常白鼠に烏型菌を接種すれば,軽度の

病巣を形成するが,結核結節としての特徴

に乏 しく,異物性炎の性格をおびている｡

6.上皮小体摘出白鼠 (F群)では,対照に

比 し溶出性炎が強 く,一般に反応が増強 し

ているが海う冥に比 して定型的な結核結節は

形成 し難い｡

以上の様な所見から,血中,組織 カル シウム

イオンの増加は一時的に強い反応がおこるが,

次で病巣の浸出性機転を減弱せ しめ,繁殖性及

び増殖性機転を増強せ しめる方向に働き,その

低下は逆に溶出性炎を増強せ しめる様であるO

これ らの事から,更に結核症と Sarcoidosis

との関係についても若干の考察を加えた｡
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-103-写真1 A群 (

対照海浜),4週後.肺｡

肺実質に広 く結核病巣を認

め,その中心部には獣上皮細

胞が多い. ×100.
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- 105-写真7 B増,8週

後,肝｡結合純及び

類上皮細胞反応が強い.小胆

管の増生もみられるo x1

00.写真8 BIff･,8週後
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1107-写真13 DJ且 8週後

,肺o胞

隔炎は殆ど消失 し,結節状の

捕吏では類上皮細胞が多い o

x100.写真14 D耽 8週後,肝｡

小
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ー109 -写真19 F腔,5

週後,肺｡血管川関の細胞浸潤があ り,強い

胞隅炎及び水腫 を 認める. ×100

.写真20 F蹄,5週後, リンパ
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